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復興庁の調べでは、今なお避難生活を続けている人

は約４万８千人(２月 10 日現在)。原発事故の影響で避

難指示が解除されても故郷に戻れる人は少なく、解除

市町村の居住率は 28%にとどまっています。 

増え続ける放射能汚染水は、昨年度平均で一日当た

りドラム缶 850 本のペースで溜まり続けています。東

電は現在の計画では 2022 年夏頃にタンクが満杯にな

るとしています。多核種除去装置(ALPS)は 62 種類の

放射性物質を国の放出基準まで除去できるとされて

いますが水素と科学的性質がほぼ同じである放射性

トリチウムを除去できません。また、処理した汚染水

の約８割でトリチウム以外の放射性物質も放出基準

を超えて残存していることが分かっています。 

除染作業で出た汚染土や放射性廃棄物を一時保管

する中間貯蔵施設は、16 ㎢(東京ドームの約 340 倍)

で第一原発を囲むように作られています。公園、校庭、

家の軒先などピーク時に約 15 万カ所あった仮置き場

からフレコンバッグが運ばれています。中間貯蔵施設

は、25 年後の 2045 年３月までに汚染土を掘り起こし、

福島県外で最終処分すると法律で定められています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が、最終処分地の見通しは立っていません。 

原発の廃炉作業は、昨年３号機で使用済み核燃料

プールからの燃料取り出しがはじまりました。しか

し、当初は 2014 年末としていた取り出し開始が４

年の遅れとなり、１、２号機でも難航しています。

プール内の燃料数は１号機 392 本、２号機 615 本、

３号機 566 本(内３月１日時点で 91 本搬出)ありま

す。 

焼け落ちた核燃料デブリは、国際廃炉研究機構の

解析で、１～３号機合計で 600～1100 ㌧あるとされ

ています。ロボットを使い調査をしていますが、デ

ブリの場所・量・状態など、全容をつかめていませ

ん。政府と東電は廃炉の完了時期について当初の目

標(2011 年 12 から 30～40 年)を変えていません。 

９年前のあの日、原発事故は生活を奪い、故郷を

奪い、言葉では言い表せない惨事を招きました。原

発事故は他の事故と異なり、事故発生から９年経っ

ても未だに収束の目途はたっていません。 

時が経過しようとも 2011.３.11 のこと、原発事故

のことを忘れてはならないと思います。 
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